
第 127回史跡・万歩会『真間の手児奈霊堂・弘法寺での初詣』 

 ・実施日 ：令和 2年 1月 13日（月・成人の日） 天候：快晴 

 ・参加人数：6名（会員のみ）  ・歩行距離：約 2km 

 ・コース ：JR市川駅（北口）⇒亀井院⇒手児奈霊堂・弘法寺（初詣）⇒ 

       新年会会場（山崎製パン企業年金基金会館） 

 ・初詣先は市川駅より近く（約 1.0km程度）、快晴の穏やかな日に恵まれ 

  のんびり散歩する様に亀井院の真間の井（手児奈も汲んだ井戸）を経由 

手児奈霊堂・弘法寺（ぐほうじ）で、それぞれの今年の計をお願いした。真

間の手児奈は山部赤人・高橋虫麻呂などの万葉の歌人によって歌に詠まれた

伝説の美女で真間の入江へ身を投じたと伝えられています。弘法寺には樹齢

400年の枝垂れ桜（伏姫桜）、弘法寺古墳・真間山古墳等もあります。 

 

 

 

手児奈霊堂での初詣 



 

手児奈霊堂の境内（正面） 

 

真間山弘法寺での初詣 

（参加者 6 名千代・佐藤・高橋・綿引・富田・萩野谷） 



 

弘法寺境内の伏姫桜（しだれ桜） 

 


